
長崎南高校におけるマスク着用の考え方

基本的な感染対策としてのマスク着用の位置づけはこれまでと変わりありません。

ただし、熱中症予防の観点から、屋外の「必ずしも着用する必要はない」場面で、マスクを
外すことを推奨します。

〇希望する生徒に対しては、すべての場面において、マスクの着用を妨げるものではあ
りません。

（注）外気の流入が妨げられる場所、校内など建物の中、地下街、公共交通機関の中など
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必ずしもマスク着用の必要がない場面

屋内

・人との距離が確保でき、会話をほとんど行わないような場合

屋外

・人との距離が確保できる場合（ランニングなど離れて行う運動や移動）

・人との距離が確保できなくても、会話をほとんど行わないような場合

（徒歩での登下校など、屋外で人とすれ違うような場合）

学校生活

・屋外に限らず、プールや屋内の体育館等を含め、体育の授業や運動部活動

※ 活動中以外の練習場所や更衣室、食事や集団での移動を行う場合は、

マスク着用を含めた感染症対策を徹底すること

※ 運動部活動において接触を伴う場合には、各競技のガイドラインによる


